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　＜撮影　吉川雄作＞
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　＜撮影　吉川雄作＞
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方正の旅行に参加して 
佐藤 美子 

■ なぜ方正に関心？ 

とうとう念願が叶った！！方正友好交流の会が企画する２０１２年６月２７日～７月１

日の『方正日本人公墓への旅』に参加した。参加の動機は、２００９年に公開されたドキ

ュメンタリー映画『嗚呼 満蒙開拓団』（羽田澄子監督）を観たこと、その際にギャラリー

で販売していた『星火方正』の会報を拝見し、方正県という場所に亡くなった日本開拓村

の難民のために中国人が建立してくれた日本人墓地があることを知り、いつか訪れてみた

いと抱いていた。以前から中国残留孤児問題については、報道やドラマ等から知っていた

が、映画が公開される 2 年前の大学 4 年次に、帰国者である千葉県中国帰国家族互助会の

安達大成さんのお話を伺ったことで、より関心を持つようになった。 
 旅行中の 6 月末は最高でも 26 度くらいと想定していたが、朝晩は涼しくても日中は 30
度を超す暑さが続き、日差しが強かった。 
 
■ 城を包む箱？ 

 高速道路でハルビン市内から約 2 時間方正に向かうと、建設中の建物ばかり見えていた

景色から、気が付くと見渡す限り水田の景色が広がっていて心地よかった。高速道路を抜

け、方正県の街の中は至る所に日本語の表記が看板にあり異様な光景が目立った。例えば

「ウェディングドレス撮影」、「食品ショップ」、なかでも「箱包城」と表記された下に「箱

は城を包みます」とあった看板が面白かった。ホテルの近くには、日本語学校があり中で

はどんな授業が行われているのか関心があった。 
  
■ 求めていた風景 

方正の街から離れ、郊外にある日本人墓地がある中日友好園林の辺りは、後から舗装さ

れた道路と左右には青空の下で畑と木々がどこまでも続いており、自分が求めていた景色

にようやくやって来ることができたという実感と落ち着いた気持ちになれた。園内に入り

奥にある方正地区日本人公墓に見入った。公墓の横に表記した 1963年 5月立の文字を見て、

未だ国交が断絶し抗日意識が残っていたとされるなか建設された事は、その当時日本の庶

民を近くで見てきた中国政府と庶民の熱い思いが感じられる。方正県では、親日の街と知

られている。今現在、方正に暮らす中国人のなかには、開拓団員らは、中国からみれば「加

害」に連なる役目を担わされた日本人と言えるが、敗戦の混乱の中で日本軍に見捨てられ

た。被害者であると訴える人もいるそうだ。 
お墓を目の当たりにしたとき、中国残留孤児に関してこれまで見てきた本やドラマ化し

た映像や当時の様子を語る帰国者の姿が次々に思い出した。ろくに食べることができず、

行く末がわからないなか逃げ回るお年寄りや幼い子供、女性の姿が浮かんだ。 
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 日本人墓地を訪問した翌日、伊漢通開拓団跡を訪れた。近くまでくると道がガタガタに

なっており、特に案内があるわけではないので、周辺一帯は、草木が生えっ放しになって

いた。ここは、方正の街から逃げてきた人々がハルビン市街に向かう手段としての船着き

場であるが、ハルビン市街まではとてつもなく遠く感じられ、この地で息絶えた人は多い

のだろうと景色を眺めながら感じずにはいられなかった。 
 
■ 気持ちの変化 

 方正を離れ、ハルビン市郊外にある７３１部隊記念館を訪れた。731 部隊は、侵略戦争に

より、日本軍が中国・朝鮮人・ロシア人をマルタ（丸太）として扱い、人体実験・細菌戦

が行われた場所である。訪問前、そんな残虐な行為が行われた記念館に行くことについて、

事実関係に乏しい事もあり、正直躊躇する気持ちがあったが、だんだんと変化が表れた。

記念館の中には、従来展示されている見られる展示室の他に、日本語を主として、日本の

観光客向けに新設されたと思われる展示室のおかげで、中国語ができない私であっても理

解することができた。軍隊により人体実験を行い、細菌をまき、生物・化学兵器の開発し、

多くの犠牲者を出したという事実に目が向けられていたが、根幹には、医学者の存在が切

り離させない関係にあり、医学者は軍隊に兵器を開発させ、自分の研究の名誉に繋げてい

たということを知った。なかでも細菌戦とは無関係に医学者の好奇心だけで数多くの実験

内容を詳細した記事は恐ろしく信じがたいものだった。例えば脳実験、丸太を六角棒でな

ぐり殺す、ビタミン C の大量注射等本当に恐ろしい内容が続いた。731 部隊記念館を見学

したことで、過去の日本が行ってきた侵略戦争の事実を知り、二度と同じことを繰り返さ

ないと教訓にして学ぶことの重要性を感じた。これは、今日の日中関係においても通じる

ことであり、歴史を学んでこそ、信頼関係に繋がっていくのだろうと私自身が痛感したこ

とである。メディアで暴動が起きたという結果だけを見るのではなく、相手の立場に立ち、

その根底一つ一つを探っていきたいし、きちんと意見が述べられるようになりたい。 
また、私はこれまでいくつかのコミュニテイを通して中国人の友人と知り合ってきた。一

緒においしいご飯を食べ、美しい景色を眺め、近況を話し楽しい時間を過ごし、彼・彼女

らに刺激される自分の姿がここにある。こういった友人との信頼関係を今後も大切にして

いきたい。 
 
■ 流暢に話せたら…！ 

 念願の旧満州ハルビンを旅行し、数々の貴重な体験をすることができたが、旅行中は中

国語が流暢に話せたらという思いが残った。政府から中国残留孤児の認定が受けられない

徐士蘭さんとその家族との夕食会では、通訳を介してではなく、自分の言葉で声をかける

ことができたらと思ったし、日本残華孤児養父母聯誼曾の秘書長を務める石金楷さんとは

ご自身の活動に熱心に取り組む思いをインタビューしたかった。その他、朝市に行ったと

きは街の人に話しかけコミュニケーションがとれたら更に楽しめたのだろう。子供たちに
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カメラを向けると笑顔でピースサインをしてくれ癒された。簡単な単語を発するだけだっ

たので、もっとこの子達と会話を楽しみたかった。今後はこの思いを糧に語学の向上に努

めていくと共に、旅行を通して感じたことを多くの人に伝えていきたい。 
 最後になりましたが、今回 4 泊 5 日の旅行を共にし、取り纏めて頂いた方正友好交流の

会の奥村様を始め、皆様には大変お世話になり有難うございました。皆様のおかげで充実

した旅行を終えることができました。親と子の年齢差、いや孫のような年齢差があり、ご

迷惑おかけした面があったかと思いますが、本当に親切にしてくださり、心から感謝申し

上げます。 
  

 

方正の子供たちに癒された。 

 
お店の看板を見て思わず目に留まった。 
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方正地区日本人公墓の前にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最後の晩餐にて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（さとう・よしこ：1985 年生まれ、27歳、東京都出身、大妻女子大学卒業、学生時代は 

日中学生会議の実行委員として活動。現在、商社勤務傍ら、ＮＰＯ中国留学生交流支援 

立志会の会員として活動中、趣味は茶道） 

＜写真はすべて吉川雄作撮影＞
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　＜撮影　吉川雄作＞
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朝日新聞 2012 年 8 月 16 日付夕刊
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わたしの方正之路 ③ 

 

６８年前の松田ちゑさんが蘇る… 

    

片岡稔恵さんの小説 

    『流氓に非ず』（りゅうぼうにあらず） 

中国残留婦人の物語 

     
 北靠山屯村山郷開拓団…かつて松田 
ちゑさん（方正地区日本人公墓の生みの 
親）が語る話の中で聞き慣れ、人に話し 
慣れた、山形県が中国黒竜江省に送り出 
した開拓団の名である。ここで戦争末期、     （本の写真入る） 
１９４５年８月９日、ソ連軍が国境を越 
えて旧満州に侵入した前後の、あわただ 
しい様子から、国策を絡ませながら松田 
さんたちの避難を克明に描いてゆく。 
  苦難の逃避行でようやく辿り着いた 
方正で寒さ、飢え、疫病で仲間が死んで 
ゆく。中でも松田さんが「この子のため 
に日本へ帰りたい」という一念で生きて 
きた愛娘が、正月を前に死んでしまう。 
松田さんも病が重く、その子を自分の手 
で葬ってもやれない極限状況だった。 
  春になって祖国へ帰るわずかな機会が来たが、帰れるものと、帰りたくとも帰れない

者との心理の葛藤が描かれる。厳冬を生きられず、土地の中国人と結婚した女性たちだ。

この選択を許されない状況の中で、第２の夫を選んで体を許す時の心理描写に説得力があ

る。開拓団の女性たちが、同じ状況の中で現地の男性と帰国できなかった記録は数えきれ
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ない。しかし、この状況での女性の心理を描いた作品は珍しいのではないか。ちなみに作

者の片岡さんは、１９５６年に中央公論社による第４回女流新人賞を受賞した作家である。

東京生まれだが、作品に頻出する山形弁はこの作品に大きなリアリティを与えている。 
  松田さんは山形県天童市の生まれだが、１９９１年、方正から孫娘を連れて上海から、

いったん茨城県に帰国した後、天童市に移った。この後、私は天童で松田さんにあったが、

片岡さんもここへも訪ねている。 
  こう書くと、松田ちゑさんのモデル小説であるかのように聞こえるがそうではない。

ある満蒙開拓団の老若男女が、あの敗戦後の極限状況の中で、それぞれどう生きたかを描

いた創作である。その一人のモデルである松田ちゑさんは、いま９３歳。東京・板橋区の

都営住宅で長男家族と一緒に暮らし、今も毎日、迎えの車でデイサービスに通っている。

さすがに認知症は進んできているようで、久しぶりに訪ねた私をさして嫁が「この人、だ

れか覚えている？」と聞いたら、これまで中国と日本で３度も脳こうそくを患って、舌が

少々もつれ気味だが「オクムラサン」と答えてにっこり笑った。私は嬉しかったが、それ

と同時に、通常の女性の生きる人生の何人分も苦しい人生を生きてきた女性の、たぐい稀

な強靭な「生」を見る思いがした。 
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工事が進む「満蒙開拓平和記念館」


















